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	(4) ISSBアドプション戦略（AP5）
	ISSBスタッフより、ISSB基準のアドプション戦略として、各法域における開示規制への適用に加えて、企業による任意適用と投資家による採用を広める二方面からのアプローチを採用することが説明された。また、各法域におけるISSB基準を巡る議論の進捗状況や最終的な適用状況をウェブサイト等で公開するアイデアが紹介された。
	IFRS-ACメンバーからは、より広い利害関係者への働きかけや対話、アドプションと能力開発の同時進行の重要性、各法域における進捗状況の透明性を高めることへの賛同等の意見が述べられた。
	報告者（関根）は、「Agenda PaperではISSB基準におけるアドプションのperfect endをIFRS会計基準と同様の形で述べているが、そのように進めていく場合、IFRS会計基準と同様に中小企業への配慮も必要ではないか。」と発言した。
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	IFRS会計基準は140か国を超える法域でアドプションされており、20年間でIASBは大きな成功を遂げているが、現状に満足すべきではなく、様々な利害関係者の期待、基準のカーブアウトや発効日の延期等のリスクがある中で、今後はどのように成功を達成するのかが今回新たなテーマとして議論された。
	IFRS-ACメンバーからは、将来については、投資家ニーズの変化、デジタル、AI、資本市場等の外部環境の変化への対応の必要性等、様々な意見が述べられた。

